
英 語 教 師 の た め の 情 報 誌

TEACHING
ENGLISH
NOW

SANSEIDO
SUMMER   2009

Vol.15

巻頭エッセイ
狂言 = Human Comedy............................................................................. 野村萬斎 01

座談会
............................................ 稲岡章代 ・ 柏木賀津子 ・ 兼重 昇 ・ 畑田 文 ・ 竹内 理 02

英語教師のための基礎講座　協同学習を重視する授業における指導案の書き方... 松沢伸二 12
評価クリニック　文法テストが測っている文法力再考 ............................................ 根岸雅史 14
授業レポート　「わかる」授業づくりを目指して（3）
　̶ 学習が役立つことを実感できる日々の表現活動 ̶ ........................................... 井上志帆 16
小学校英語 Just Now　米百俵のまちの外国語活動 ....................................... 杉山　敏 19
単語の文化的意味 73　new ...................................................................... 森住　衛 21
Essay　Japan’s Best National Export: Entrance Ceremonies ............. Robin Sakamoto 22
英語教師のリソース　基本文や語彙を文脈の中で理解できるチャンツ ................ 宮下智恵美 23
AROUND THE WORLD　フランス ： ことばと文化 ［1］ ................................... 町田　健 表紙裏
表紙写真について　ノルウェーのベルゲンにて .................................................. 青柳有季 表紙裏

連
載

特
集

特 集
座談会「小中連携を考える」

TEN_Vol15.indd   27 09.3.12   9:35:55 AM



AR
OU

ND THE WORLDD

15
現代のフランスでは，新たに移民してきた者などを

除いて，フランス語を満足に話すことのできない国民は
ほとんど存在しません。どんな辺境の村に行こうが，フ
ランス語が通じるだろうかと心配する必要は，まずあり
ません。
この点で，フランスは事実上の単一言語国家だと見

なすことはできます。けれども歴史的に見ると，フラン
スという国は，その歴史を通じていくつもの言語が使わ
れ続けてきた国なのです。ローマの支配下にあった時に
は，ほぼ全域でラテン語が使われていました。その後，
フランスの南半分では，恐らく 7世紀頃には，「オック
語（またはプロバンス語）」と呼ばれる言語が，北部のフ
ランス語とともに成立し，現在に至るまで使われ続けて
います。この言語は，フランス語に継ぐ有力な言語で，
中世にはこの言語による華やかな文学作品が盛んに書か
れました。現在日常的にオック語を使う人はあまりいま
せんが，オック語復興運動は継続的に行われています。
さらには，最南端のスペインとの国境地帯では，「カ

タルーニャ語」が，東部のアルザス・ロレーヌ地方では「ア
ルザス語」が，西部のブルターニュ地方では「ブルトン
語」が，北部のベルギーとの国境地帯ではゲルマン系の
「フラマン語」が，そしてナポレオンの出身地コルシカ島
では，イタリア語に近い「コルシカ語」が，大西洋岸の
スペインとの国境にあるバスク地方では「バスク語」が，
そしてスイスとの国境地域では「フランコ・プロバンス

語」が使用されています。
これらの言語は，フランスでは「地域語」と呼ばれて

いるのですが，かつてのフランス政府は，これら地域語
の公的な場面での使用を正式には認めていませんでし
た。しかし，1970年代以降は，地方分権の波にも押さ
れて，地域語使用者の権利が認められるようになりまし
た。初等教育で地域語の授業が行われたり，一部の言語
については，大学入学資格試験（バカロレア）での科目
として認定されるほどにもなったのです。
ただし，公用語はあくまでもフランス語ですから，

フランス語を使った方が社会的に有利であることは間違
いありません。情報や知識を伝える媒介となる言語も，
ほとんどがフランス語です。地域語による放送も行われ
てはいますが，限定された範囲でしかありません。この
ため，オック語やアルザス語については復興運動が行わ
れているものの，地域語の使用者が減少し続けているの
が実情です。日本の方言と同じように，完全に消滅する
ということはないものの，地域におけるその勢力が減退
するだろうことは予測できます。
そしてまた，世界語としての英語からの外来語は，

その公的な媒体での使用に対する政府の施策にも関わら
ず，どんどんと増大し続けています。この流れを押しと
どめることは困難です。かつての外交用語としてのフラ
ンス語そのものの威信も，危機にさらされています。

ンスでは，新たに移民してきた者などをンスでは 新たに移民
ンス語を満足に話すことのできない国民は

語」が使用されています。
これらの言語は フランスでは「地域語」と呼ばれて

 歴史的多言語国家フランス

 フランス：ことばと文化［1］ 町田　健　M a c h i d a  K e n  （名古屋大学）

青柳有季　Aoyagi Yuki　　（東京学芸大学附属小金井中学校）

ノルウェーのベルゲンにて表紙写真
について

かつてノルウェーの首都であり，
北欧最大の港町だったベルゲン。現
在人口は約 25万人でフィヨルド観
光の拠点として賑わっています。ハ
ンザ商人による繁栄の時代を今に残
すベルゲンのブリッゲン埠頭に来る
と，タイムスリップしたような感覚
に襲われます。　　　
波止場沿いにはカラフルな木造

建築が一列に並んでいます。これ
は中世ノルウェーを代表する細長い
「ゴード」と呼ばれる建築で，切り妻屋
根が特徴となっています。これはハ
ンザ同盟時代に繁栄を極めたドイツ

商人によって建てられ，1702年の
火災を経て修復，そしてブリッゲン
地区は，1979年にユネスコの世界
遺産に認定されました。今日ではカ
フェ，レストラン，民芸品店，クラフ
トショップ，工房として使用され，
観光客に楽しまれています。そし
て，石畳の細い通り道，店のミシミ
シとなる黒い床，そして一部傾いて
いる建物にも歴史を感じました。
ベルゲン港の広場には活気溢れる

魚市場があります。そこには新鮮な
魚介類から花や野菜などまで幅広く
店が建ち並び，試食が気軽にできま

す。品切れの商品が続出していたあ
る店の店員さんは，違う店から同じ
商品を調達してもらっていました。
ここにノルウェー人の明るく気さく
な気質を垣間見た気がしました。
私がさっそく購入したのは，歯磨
き粉のような真っ青なチューブに入
っている「たらこペースト」です。
そのチューブには，鱈を持って得意
気に微笑む漁師の姿と三角屋根の
「ゴード」が 4軒描かれていて微笑
ましく思えました。
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かつて，イギリスに留学した際，外国人に狂言を

教えたり，説明したりする機会がありました。そこ

で，狂言の所作である「型」を教えたのですが，まず，

「型」をどう英語に訳すかということから問題になっ

てくるわけです。とりわけ，芸道や武道のようなも

のには，日本文化に根ざした共通概念があるようで，

「型」にも，英語の form を超えたところにある「気」

のような意味合いが含まれています。例えば，狂言

の基本に，「腰を入れる」という姿勢があります。あ

ごを引き，胸を張り，腰を引き，膝を少し曲げる，

すなわち，体をくの字の連続に屈曲させていく中で，

腰の骨盤を下に向けて，膝をかがめる姿勢です。そ

れを教えるときに，日本人には，「ここで，こうやっ

て『腰を入れて』」と，慣用的な言い回しを使うこと

ができるのですが，英語にはそのような言い回しは

ないし，直訳してもおかしくなる。そこでまず，「腰

を入れる」ためには，「体に芯を持つことが重要に

なってくる」などと，イギリス人とディスカッショ

ン し， 必 要 に 応 じ て，concentrate on your 

center とか feel your gravity on your waist と，

その背景にある意識などを補足することで，自然と

膝を屈曲させ，腰を入れる姿勢を表現したわけです。

すなわち，「腰を入れる」という日本語を英語に訳す

のではなく，まず，その姿勢の本質を考え，それを

英語で表現したのです。このように，日本人なら何

となくわかるけれど外国人にはない感覚を教えるこ

とが，逆に，「型」とは何なのかについて，問い直す

ことにつながっていったのです。

こうした繰り返しは，ひいては狂言とは何かにつ

いて考えることになりました。そして，私は狂言の

本質についてシンプルにしかも的確にイギリス人に

説 明 す る 際，「 人 間 讃 歌 の 劇 」 と い う 意 味 で，

human comedy ということばを使うようになりま

した。狂言には，「このあたりのものでござる」とい

う出だしの象徴的なセリフにあるように，「自分は

特別な存在ではなく，（お客様も含めて）私たちは，

時代も場所もここで共有していますよ」という精神

が宿っています。その上で，太郎冠者などの登場人

物が，誰もが持つ欲望の代弁者となってくれます。

人間は本来，欲望を理性によってコントロールして

いるのでしょうが，太郎冠者は，欲望に従順で主人

がダメだと言ったお酒を，飲みたいと思ったら飲ん

でしまいます。しかもそれが，ほとんど最終的に失

敗に終わり，怒られたりするので，見る方はカタル

シスを感じるのでしょう。狂言を「滑稽な演劇」と

いうと，演じることが滑稽であるように思いがちで

す。しかしながら，狂言とは，実は「人間とは滑稽

な存在であることを見せる演劇」なのです。自分の

欲求，欲望に素直に一所懸命生きている人間ほど滑

稽に見えるということを一所懸命に演じて，滑稽に

見えるようにしているのです。それを否定的にでは

なく，肯定的に捉えたのが，human comedy とい

うことばでした。

狂言を当たり前のことのように子どものころから

やってきて，さまざまな人たちと関わるうちに，そ

の本質や普遍性について気付いてきたと言えるで

しょう。

のむら　まんさい
1966 年生。狂言師。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言ご

ざる乃座」主宰。国内外の狂言・能公演はもとより，現代劇

や映画の主演，古典の技法を駆使した作品の演出等幅広く

活躍。94 年に文化庁芸術家在外研修制度により渡英。世田

谷パブリックシアター芸術監督。

野 村 萬 斎 　 N o m u r a  M a n s a i

狂言 = Human Comedy
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小中連携を考える

稲 岡 章 代 柏 木 賀 津 子 兼 重　昇 畑 田　文 竹 内　理 《 司 会 》

INAOKA FUMIYO KASHIWAGI KAZUKO KANESHIGE NOBORU HATADA AYA TAKEUCHI OSAMU
（関西大学）（大阪府箕面市立西小学校）（鳴門教育大学）（奈良市教育委員会）（兵庫県姫路市立豊富中学校）

特 集 ：座 談 会
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竹内　平成 23 年度から小学校に

外国語活動が本格的に導入され

ます。また，市町村によっては平

成 21年度から前倒しでカリキュ

ラムが実施されるところもありま

す。外国語活動を体験してきた子

どもたちが入ってくるとき，中学

校の英語教育はどのようになるの

かということも考えつつ，スムー

ズに子どもたちが小学校から中学

校へ移っていけるように，小中連

携について話し合っていきたいと

いうのがこの座談会の主旨です。

　小学校では『英語ノート』が入

り，電子黒板で授業ができるよう

になるなど取り組みは進んでいま

すが，この状況は中学校では意外

と知られていません。本日の座談

会でそのような情報も共有し，今

後の中学校の英語教育のあり方に

ついても考えていければ幸いです。

小学校外国語活動の現状と成果

竹内　では最初に，それぞれの地

域の小学校外国語活動の現状と，

『英語ノート』や ICT 教材などの利

用形態を教えていただけたらと思

います。

柏木　3 年前までは，奈良市全体

としての小学校英語活動はあまり

やってこなかったのですが，2010

年に世界歴史都市会議が奈良市

で開催されることも視野に入れ，

「子どもたちに日本のことを発信で

きるような英語力を」ということで，

2 年前から「ハローイングリッシュ」

が始まりました。外国人を含む，

英語が堪能な地域の方に英語ア

シスタントとしてご協力いただい

てスタートしたのですが，地域に

密着した英語活動ということも

あって，英語アシスタントの方が

力を発揮されました。そして担任

の先生も，「こんなに子どもが学

ぶのならやってみよう」と一緒に授

業をされるようになりました。英

語アシスタントはインプットの授

業が上手ですし，担任の先生はイ

ンタラクションのある授業が上手

なので，役割を分担しながら進め

ていらっしゃいます。

　この 2 年間で子どもたちが驚く

ほど力をつけた学校もありますが，

模索中のところもありますので，

教員研修や訪問研修を各学校で

行っています。また，英語活動が

進むにつれ，やはり小中の連携が

必要だという声もありましたので，

市で推進室を作り，小・中・高・

大の教員に集まっていただき，連

携の柱について話し合っています。

『英語ノート』については，昨年以

降，各学校で指導案を作っても

らったり，市教委で活用資料を

作ったりしています。そこにも奈

良らしさを入れ，「奈良らしい英語

活動」ができるよう工夫していま

す。

　ICT 教材は，英語アシスタント

の英語に触れられるので，特に必

要ないようなのですが，担任の先

生が一人で授業をするときに活用

したという声を聞いています。

竹内　地域人材の活用に取り組

まれていること，担任の先生がう

まく入りつつあることがわかりまし

た。小中連携にも必然性が出てき

ているのですね。

柏木　中学校の先生も，子どもた

ちがどういう勉強をして入ってく

るのかということに興味を持って

いらっしゃるようです。

竹内　さて，次は箕面市立西小
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竹 内　理 《 司 会 》

TAKEUCHI OSAMU
（関西大学）

　 特 集  座談会
小中連携を考える
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学校の取り組みと，箕面市の状況

を教えていただければと思います。

畑田　西小学校での英語活動は

1999 年から始まりました。私は

2003 年から JTEとして小学校に

入り，担任と TT を行っています。

　最初は，何から手をつければい

いかわかりませんでしたが，英語

学習というより，コミュニケーショ

ンや異文化理解に焦点を当てると

いう，国の方針を理解できてから，

あいさつ，自己紹介などからカリ

キュラムを作っていきました。取

り組むにつれ，中学校では十分に

時間を割けなかった数字や建物，

国名などをゲームで取り入れても，

子どもたちがおもしろいほど吸収

するのを目の当たりにすることが

でき，英語活動の可能性を感じる

ことも多々ありました。

　『英語ノート』は，自分で作成し

たカリキュラムに合わせて適宜

使っています。ただ，『英語ノート』

にのみ頼り切って児童の実態に応

じた工夫をしなければ，コミュニ

ケーションの楽しさを味わわせる

ことができないのではと，個人的

には少し懸念しています。

　箕面市全体では，英語活動を 3

年生から実施しており，ALT も週

に 2 回派遣されています。教員研

修として，指導案を作成したりも

してきました。今年度は意見交流

もでき，取り組みが形になりつつ

あります。ただ，全体のものになっ

ていないのが課題です。

竹内　箕面市は異文化理解から

英語活動につなげていったという

ことですね。可能性は大いにある

が課題もあるということでしょう

か。

　奈良市の英語活動の場合は，

英会話型でしょうか。異文化理解

型でしょうか。

柏木　内容は異文化理解型です

が，奈良や外国のことを扱いなが

らも，コミュニケーションの力をつ

けることを目指しています。

竹内　「コミュニケーション能力の

素地」の育成に力を入れられてい

るわけですね。それでは，姫路市

の状況はどうでしょうか。

稲岡　姫路市は外国語活動の準

備段階のまっただ中で，最近小中

一貫教育標準カリキュラムが出来

上がりました。拠点校，研究会も

ありますが，市全体としての教員

研修はそう多くは行われていませ

ん。私の知る範囲では，それぞれ

の学校や担任の先生によって取り

組み方は違っているようです。し

かし，「いろんなことを知りたい」と

授業を見に来られる小学校の先生

からは大いに意欲が感じられ，そ

れが子どもたちにも伝わるのでは

と期待しています。

　今後，市内の全小中学校にお

いて小中一貫教育が行われるよう

になっていきます。全教科での小

中連携が必要であり，連携を軸と

した教育改革が行われていくと思

われます。

　ALT は，小学校には希望により

数週間に 1回の割合で派遣されま

すが，小学校でどんなことをした

らよいかを，中学校の先生に尋ね

たりしながら授業を行っている状

況も見られます。地域人材を活用

している小学校もあります。

竹内　今が入り口で，組織的にこ

れから取り組もうとされているの

ですね。取り組み状況も学校に

よって違うということでした。小

中一貫教育になるというのは今の

動きですね。英語教育にとっても

追い風になるのではと思います。

　さてそれでは，全国的な動きを

うかがいたいと思います。

兼重　地域・行政区によって，ま

た学校によってだいぶ取り組み方

が違うのが現状です。

　地方では，ALT が一緒に活動

できる機会が多いのですが，都市

部では ALT の人数が足りないの

で，ICT 教材の活用が望まれてい

ます。

　また，先ほど地域人材の話があ

りましたが，担任の先生や ALT

がうまく授業を進められるように

サポートする役割，バックアップ

するコミュニケーター的役割とし

て，地域人材をとてもうまく活用

している地域もあります。地域人

材に望まれる資質とはどのような

ものかということは，ポイントにな

ると思います。

　『英語ノート』については，カリ

キュラム自体は拠点校を参考に作

られたという経緯があるのですが，

拠点校ではこれまでの活動にどう

『英語ノート』を合わせていくかと

P R O F I L E

稲岡章代
兵庫県姫路市立豊富中学校教諭。優れた

授業実践によって 2000 年度パーマー賞

を受賞。生徒の表現力を伸ばすための

様々な工夫を積み重ねている。授業の様

子は 2003 年 11 月 NHK 教育テレビ『わ

くわく授業』でも紹介された。2006 年

度兵庫県優秀教職員表彰を受賞。
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いうことが課題となると思います。

また，拠点校以外の学校はレファ

レンスとして使えるだろうというイ

メージを持っているようです。『英

語ノート』以外のテキストを使って

いる学校もありますが，いずれに

してもどう地域と結びつけていく

かがポイントになると思います。

　全国的な傾向としては，ALT 任

せではなく，担任の先生が一生懸

命取り組んでいることが，この 1

年の大きな変化かなと思います。

竹内　地域人材の活用法は，一

緒に授業をする役割，サポーター

的役割など様々ですね。全国的に

は担任の先生が中心となって進め

てきている，というのが小学校の

現状と理解いたしました。

　さて，小学校の現状がわかった

ところで，中学校側から見た小学

校外国語活動の成果や影響を教

えていただきたいと思います。

稲岡　一番に，生徒が英語を使

う割合が多くなってきたと思いま

す。例えば，子どもたちに“Hello.”

とあいさつすると，以前はにっこ

りするくらいでしたが，今は

“Hello.”と返ってくるようになりま

した。また，英語を聞くときも「こ

の人は何を言っているのかな」と，

わくわくしながら想像することも

でき始めているのではないかと思

います。相手の目を見てちゃんと

話をするなど「相手を意識する気

持ち」が持てているのかなと思い

ます。これは，ことばを使う上で

とても大切なことです。

　心配しなくても，子どもたちは

ちゃんと世界に目を向けて中学校

に入ってきています。そのような

「素地」を持って入ってくる子ども

たちを，中学入学と同時に「書くこ

と」だけに焦点を当てた評価など

で縛りすぎないことが，小中で連

携をする上で重要になるのだと思

います。

竹内　「コミュニケーション能力の

素地」という点ではかなり改善が

見られたというご感想ですが，教

育委員会の立場で，いろいろな学

校を見られていていかがですか。

柏木　5 年目を迎える小中一貫校

に行くと，9 年生は ALT と自然な

会話ができるようになっていまし

た。その子どもたちは，「外国の人

に道を聞かれたら助けてあげる」と

言うんです。それは相手を助けて

あげられる自信があるということ

なんですね。英語をスポンジのよ

うに吸収し，文法などを楽しく学

び，習ったものから使っていきた

いという子どもたちの態度に先生

方も驚いています。

竹内　外国人に話しかけられても

「逃げない」という目標は達成され

たわけですね。さらに自分から助

けようという意欲まで出ている。

柏木　小中一貫校では文字の導

入までに 100 時間以上，英語の

音に触れています。あまり英語が

得意でない子どもも，たくさんの

“example”に触れてきているの

で，難しく感じるような文でも，自

分がかつて聞いたり発したりした

例に戻って考えるようで，語順を

間違えることは少ないようです。

　また，子どもたちはゲームが大

好きですが，高学年ほど「やりとり」

している中味の方にも興味を持っ

ていることが，英語活動のアン

ケートでわかりました。友だちの

こと，外国のことについての関心

が高くなってきている，これを何

とか中学校に伝えて引き継ぎたい

と思います。

竹内　小学校の状況がわかって

きたところで，そもそも小学校と

中学校の英語では何が違うのかと

いうことを考えてみようかと思い

ます。どんなところが大きく違う

と思われるでしょうか。

兼重　小中の授業スタイルはもち

ろん違いますが，一番違うのは授

業を作るときの根本的なイメージ

だと思います。小学校はトピック

や場面がまず設定され，そのあと

で表現がついてきますが，中学校

は教科書があるので，表現にまず

焦点が当たり，そこから授業を作っ

ていく傾向があります。

　語彙についても，『英語ノート』

で何語扱っているかが話題になり

ましたが，そこからいくらでも広

がってよいという，オープンエン

ドなイメージがあるのが小学校で

す。中学校でも新学習指導要領

になると，広がりが出てくるだろ

うとは思うのですが，現状では範

囲がある程度決まっています。そ

ういったところが違うと思います。

竹内　小中両方で教えられた経

験のある畑田先生はどうですか。

畑田　子どもたちの興味・関心に

基づいて自由に組み立てたり，他

教科や「総合的な学習の時間」と

小学校外国語活動と中学校英語の違い
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たあと，産地について英語で表現

したり，「歴史」で学んだことを英

語のクイズにしたりと，柔軟に考

えられるのは小学校のよさです

ね。別の教科で学んだ内容を英

語でも言ってみたりできるという

ことです。一方，中学校では各教

科の専科の先生が指導するので

教科枠は超えにくいのですが，意

識的・分析的に学ぶことができま

す。そういった面でも確かにアプ

ローチは違うだろうと思われます。

小中連携の意義とポイント

オーバーラップさせたりと，教師

によって自由に広げることが可能

なのが小学校の特徴だと思いま

す。

　中学校は基本的に教科書を終

えないといけないので，その中で

活動を織り込んでいくというのが

根本的に違うところだと思います。

竹内　教科の枠を飛び超えられる

自由さ，そのあたりも小学校の英

語の特徴ですね。

稲岡　そうだと思います。題材で

いろいろな教科の内容を扱ってみ

ようというとき，中学校ならその

教科の先生に既習事項を尋ねな

ければなりませんが，小学校だと

担任の先生が各教科の学習内容

も把握されているので，既習内容

とタイアップしやすく，子どもたち

も理解しやすいと思います。

竹内　授業スタイルの大きな違い

が小学校と中学校の間に存在して

いることがわかりました。「総合的

な学習の時間」で食文化を学習し

竹内　これからの義務教育は，9

年間を通して子どもたちをどう育

てていくのか，という目標を考え

る必要があると言われています。

6・3 で分けるのは大人の論理で

あり，子どもは一人の人間として

成長していくわけですから，義務

教育の 9 年が経ったらどんな子ど

もに育つのかを考えることはとて

も重要であると思います。

　これは全教科に関わることです

が，英語においても中学校の新学

習指導要領に小学校の外国語活

動を踏まえることが明記されてい

ます。さらに，高等学校の新学習

指導要領案にも中学校との接続

について明記されています。つま

り，小中に加え，高までもが連携

する状況が目の前にあるわけです。

　そういった状況から「小中連携

は必要だ」という前提にたって，小

中連携の意義や，どのように進め

たらよいのか，といったことをお

聞かせいただければと思います。

稲岡　中学校側からいうと，小学

校で何を身につけてきているか，

また，集団としてどう伸ばすこと

　小中それぞれの場所で最大限

に働けるのは，それぞれの先生だ

と思うので，小中連携を効果的に

行うためにも情報交換は不可欠だ

と思います。

竹内　連携をしっかりし，お互い

を知り合うことが大切だというこ

とですね。

　実際の指導で一番悩むのは，中

学校入学時，つまり入門期の指導

だと思います。小学校で何を学ん

できているのか，どれくらい定着

しているのかと悩むところですが，

例えば，文字や音声の指導は，ど

うしていけばよいでしょうか。

が課題なのかということを見極め

ることが大切です。中学校ではス

キル面を伸ばす必要もあるので，

小学校でどのような「素地」が身に

ついたかを，授業中の活動を通し

て自分たちの目で判断し，どうい

う形で迫っていこうかと考える必

要があります。

　また，小学校で何がうまくいっ

て，何がうまくいかなかったかを

小学校の先生とお話しすることが

できれば心強いと思います。中学

校の目標を達成するために，その

アドバイスをプラスとして取り込

んでいくことが大切だと思います。

兼重　同じコンセプトを持って進

めていくためには，お互いを知ら

なくてはいけないと思います。

　例えば，小学校の最後のレッス

ンに中学校の先生が入るとか，卒

業前の 2 月頃に中学校の先生とイ

ンタビューをし合うとか，同じ中

学校区の他の小学校とのテレビ会

議に中学校の先生も参加するとか

いったことで，スキル面で何がで

きているのかを感じることができ

ます。

P R O F I L E

柏木賀津子
奈良市教育委員会指導主事。ハローイン

グリッシュ事業，奈良市小中一貫教育推

進，小学校英語訪問研修などを通して，

担任の先生のよさを活かす小学校英語活

動に取り組んでいる。また，子どもの第

二言語習得の認知学習についても研究を

進めている。
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畑田　『英語ノート』を見ていると，

チャンツがたくさん扱われていま

す。これを活用すれば，比較的抵

抗なく音声から文法事項に入れる

と思います。また，曜日や月など

も音声で慣れ親しんでいるので，

それをうまく活用すれば，文字に

も抵抗なく移行できるのではない

かと思います。

　文字に関していえば，小学校で

も文字を書きたいという子どもの

欲求はありますが，そこであまり

文字指導をしすぎるのは望ましく

ないと思います。「ここから先は中

学校でのお楽しみ！」と期待を高め

ることも小学校サイドとしては配

慮すべきだと思います。

竹内　小学校で身につけたことを

よく把握し，それをうまく中学校

側につなぐ工夫が必要なことと，

中学校での「楽しみ」まで，小学校

側がとらないという配慮が必要と

のご指摘をいただきました。奈良

市ではどうでしょうか。

柏木　奈良市では，入門期につい

て，まず次の 4 つの連携を考えて

います。

①学習習慣：外国語活動で身に

ついた，ペアワーク，グループワー

ク，インタビュー，情報収集活動

などの学習習慣を中 1につなぐこ

と。

②指導法：「聞く」「話す」中心で学

習してきたので，中学校でも聞く

ことから指導したり，スピーキン

グ活動などの言語活動を連携させ

ること。

③発音と綴り：小学校では，外来

語と英語で音が違うということに

気づかせ，中学校では発音と綴り

の関係を理論的に教えること。

④言語・文化：「外国語活動」とい

うことなので，英語は世界の言語

の中の 1つというとらえ方をし，

そのグローバルな視点を受け継ぐ

こと。

　特に④については，話題に興味

を持たせることが大事です。推進

室では，中学校の先生と小学校の

先生で題材が似ているページを見

合って，授業のデモンストレーショ

ンをしたりしています。

　また，文法の指導についても，

どういう場面でその文が使えるか

を，人との関わりや体の動きと一

緒に指導できるとよいと思います。

竹内　指導法を連携させるという

ことは，評価法もある程度連携さ

せていくことになると思いますが，

そのあたりはどうお考えですか。

稲岡　小学校と中学校では，目標

が違う分，評価の観点が違うと思

います。小学校では体験を通して

理解を深め，積極的に取り組むこ

とが大切になっていくと思います

が，中学校ではさらに，いろいろ

な活動や方法で「聞くこと」「話す

こと」「読むこと」「書くこと」などの

コミュニケーション能力について

も評価していきます。

竹内　現在は，中学校ではペー

パーテストが中心ですが，これは

変わると思われますか。

稲岡　ペーパーテストによる評価

は，引き続き行われると思います

が，適した評価をするため，テス

ト問題の改善や工夫が重要になっ

てくると思います。小学校で培わ

れた音声面での理解が中学校でど

のように伸びたかをみる問題，「読

むこと」による理解度をみる問題

や，英語のルールや文化に関する

「言語や文化についての知識・理

解」をみる問題，また，自分の考え

や気持ちなどを英文で表現する

「書くこと」の評価ができる問題な

どを一層工夫する必要性が出てく

ると思います。また，小学校で「聞

く」「話す」中心に学習してきたこと

が単に「書けたらいい」ではなく，

それらを活用してどうコミュニ

ケーションを進められるか，とい

うことを評価できるテスト問題が

ますます求められると思います。

コミュニケーションを意識した評

価の仕方を考えていかなければい

けないと思います。

竹内　「文が作れたらよい」で終わ

らせるのではなく，その先のコミュ

ニケーションをどう評価するのか

がポイントになりますね。

　奈良市の方では評価については

どうお考えでしょうか。

柏木　奈良市では今，小学校の

評価規準を作成し，共通理解を

図っています。評価の観点は，小

学校でも使えそうな中学校のス
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ピーキングの活動を参考に作成し

ています。

　『小学校外国語活動　研修ガイ

ドブック』には，どのようにがん

ばっていたか，また，子どもの変

化を見ることが大事ということが

書かれていましたが，どんな方法

で評価するか，また，中学校にど

う伝えていくかということを考え

ていかなければならないと思いま

す。

竹内　実際にやってみるパフォー

マンス・テストが重要になります

ね。中学校でも導入の必要性が

出るでしょう。もし中学校でそう

いった評価法を導入しなければ，

コミュニケーションは重要でない

というメッセージを送っているの

と同じになりますので，このあたり

も連動する必要がありますね。

兼重　連携を考えるならば，何が

できて，何ができていないのかと

いう評価はした方がいいと思うの

で，パフォーマンス・テストを設定

して評価することは，小学校でも

中学校でも求められると思います。

　中学校の先生が小学校に入っ

てきてインタビューをするという

のは，小中連携を考える上で，と

ても勉強になると思います。以

前，子どもたちにインタビューテ

ストをしたことがあるのですが，

何ができて何ができないのか，ま

た，場面によって何ができるのか

がよくわかりました。それを文書

で伝えていくのは難しいので，次

年度の中 1を担当するであろう先

生が小学校にやってきて，グルー

プに分かれてインタビューやパ

フォーマンス・テストで評価をす

ることで，文書では伝わらない情

報交換が可能になるのではないか

と思います。

　かつて，中学校から小学校を見

たとき，一見何をしているのかが

わかりませんでした。しかし，そ

れは評価方法やねらいも含め，向

いているベクトルが小学校と中学

校では違うからだと思います。そ

ういった意味でも，知的活動のよ

り発展的なもの，何かを分析的に

考える楽しさというのは，中学校

に残しておいてあげるというのは

大切なことだと思います。

　もう一点，社会的な観点から小

中連携を考えると，情報発信が重

要になると思います。これまで，

入門期は少しずつステップアップ

するイメージだったと思いますが，

小学校に外国語活動が入ること

で，言語材料の提示の方法が変

えられるかもしれません。しかし，

教科書を最初からきちんとやらな

いと保護者が不安に感じることも

あるので，そうさせないために，

情報発信が必要かと思います。

竹内　指導法・評価に関して，い

ろいろなご意見をいただきました。

測定・評価には，点数化して生徒

の能力を測る psychometric と，

どれだけ定着したのか，指導法は

どうだったのかなど，教育的効果

を測る edumetric の 2 通りがあ

ります。小中連携においては，児

童・生徒の能力だけを見るのでは

なく，定着度や指導法の改善にも

つなげていかなければいけないの

で，教師の方にもベクトルが向い

た edumetricをしていかなければ

ならないのではないかと感じます。

　いずれにせよ，指導も評価も 9

年一貫といっているのですから，

行政や学校はその方針を社会に

向けて説明し，実行していく必要

がありますね。 

柏木　日本の子どもたちが最初に

英語に接する約 500 時間を小中

が担うことになるわけですが，小

中連携を考えるとき，そこだけを

考えるのではなく，その子どもた

ちが 20 歳になったときにどういう

役割を国際社会の中で果たしてい

くのかを考え，そことぶれないベ

クトルを小・中学校では持ちたい

と考えています。

　そういう意味では，高校の英語

教育もひと続きではないかと思い

ます。小学校で最高のスタートを

切ったとしても，それを中高とつ

なげていくためには，行政はもち

ろん，指導者も一本化しないと実

現は難しいと思います。

竹内　やはりもっと大きなスパン

で英語教育を見ないといけないと

いうことですね。

柏木　しかし，それをどうやって

保護者に伝えるか，どうやって小

学校と中学校の先生で共有する

か。今あるものをつなぐのは連携

ですが，今あるものを練って新し

いものを作るのは一貫で，これは

P R O F I L E

兼重　昇
鳴門教育大学准教授，小学校英語教育セ

ンター兼務。同センター事業により「お

遍路型研修」を全国で実施。『小学校学習

指導要領解説　外国語活動編』（文部科学

省）の作成協力者。著書に『小学校 新学

習指導要領の展開　外国語活動編』（明治

図書出版）ほか。
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大変です。一教員，一小中学校で

はできないので，もっと大きな機

関が，日本として何を目指すかと

いうことを打ち出さないといけな

いと思います。小学校の先生はい

いポイントをつかんでいらっしゃ

いますが，それを説明する責任を

小学校だけに任せるべきではない

と思っています。

竹内　言語政策ですね。日本の

弱いところです。学習指導要領を

通して方針を示してはいるけれど，

現場がそれをなかなか読み取れ

ず，混乱が生じている側面もあり

ます。一定の方向を，皆がわかる

よう明確に打ち出し，ぶれずに，

それをしっかりと発展させていか

ねばいけませんね。

中学校の指導は変わるか

竹内　では，小学校に外国語活

動が入ったことにより，中学校の

英語教育はどうなるとお考えで

しょうか。

畑田　生徒が小学校ですでに学

んできたことは何かということを

日々の指導で意識し，もう一度丁

寧に押さえるべきことと，さらりと

進められることを区別し，メリハリ

をつけた指導ができるようになる

と思います。

　また，小学校では「聞く」「話す」

といった活動中心で展開するの

で，そういった態度は育ちつつあ

ることを前提に，それを活かした

授業を構築していくことができる

と思います。

　2002 年に「英語が使える日本

人」の育成のための戦略構想が策

定されましたが，どの程度の英語

力を目標にするのかといった問題

は，言語政策レベルの極めて難し

い話です。今言えるのは，少なく

とも自分が中学校で教鞭をとって

いた時代のままではいけないとい

うことです。中学校も高校も，変

わる，変わらないではなく，変わっ

ていかないといけないということ

を痛切に感じています。

稲岡　変えやすい状況にはなって

いくと思います。私たちは，まだ

小中連携の経験が浅いので不安

もありますが，きっとこうしたらど

うかということは見えてくると思い

ます。例えば授業で，今までなら

文型練習であくせくし，テストが

近づけば焦ってどんどん教科書を

進めていたとしても，小学校の外

国語活動で一度は触れていること

であれば，オーラルで文型をもう

一度思い出させ，さらに関連表現

の文を使って大いに表現力を伸ば

したりすることもできると思いま

す。

　例えば，小 6 の「夢を語る」場

面で I want to be ... の表現を

練習したとしましょう。中 1の自

己紹介では，今までなら名前や誕

生日などの表現を教えて自己表現

をさせていましたが，今後は小学

校で学んだ表現も自由にふんだん

に取り入れさせることができます。

さらに，中 2 の教科書で不定詞が

出てきたとき，to の使い方につい

て，改めて理論的に文法的な説明

をしてあげられます。あわせて，

「小学校ではこう思っていたけど，

今はこれになりたい」という表現を

させ，because ... で理由を述べ

させたり，What do you think 

about my dream? と意見を求

めさせたりすると，表現を深めた

り意見の交流をしたりすることが

できます。中学校は友だちの手助

けをしたい，人のために役に立ち

たい，人から求められる人間にな

りたいという思いがいっそう芽生

えてくる時期でもあります。状況

しだいで，自分を見つめ，自分に

自信をつけ，友だちと支え合うと

いうことがどんどんできるわけで

す。題材の扱い方しだいで，自分

と対話をするチャンスにすること

ができます。

竹内　小学校で学んできたことを

うまくリサイクルして拡張する一

連の流れが必要だということです

ね。習ってきたことをしっかり押

さえて，もう一歩踏みこんでみる，

もう一言付け加えて活動を発展さ

せる，といった指導が必要なのか

もしれません。

兼重　今，稲岡先生がおっしゃっ

た「表現を深める」というのがポイ

ントかと思います。小学校ではこ

とばと本当に言いたいこととの

ギャップが問題になりますが，中

学校では理由も英語で言うことが

でき，表現を深められるのがよさ

であると思います。時間数も中学

校では週 4 時間に増えるので，ど

う深めていくか，広げていくか，

知的好奇心をどういうふうに刺激

し，自分の言いたいことを表現し

ていくか，などといったように，こ

とばと言いたいこととのギャップ

を埋めていくことが，生涯教育と

しての英語教育のあり方だと思い

ます。
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竹内　深めていく，発展させてい

くということが中学校英語の醍醐

味なのですね。

　これと関連して，例えば，子ど

もたちに自分が変化したことを意

識させるため，小学校の英語学習

記録を中学校にも引き継いでいけ

るポートフォリオのようなシステ

ムがあるとよいですね。音声でも

簡単に記録を残せる時代ですか

ら。そういう継続的評価，一種の

カルテのようなものが中学校の英

語の先生に届けられるシステムを

国として構築していかなければな

らないでしょう。EU には，どんな

言語を，どういうふうに学んで，

何ができるようになったかを記録

する言語ポートフォリオがありま

す。そういった「一貫した指導」の

手助けになるようなツールを確立

していかなければなりませんね。

柏木　ポートフォリオとまではい

きませんが，I learned ... と心に

残ったことを授業の終わりに言う

場面をためていくとおもしろいか

もしれません。また，ビデオ観察

で小学校と中学校を記録し，自分

の成長を見るのもおもしろいと思

います。

竹内　では，小学校の成果を引き

継げなくなるので，中学校ではこ

れを絶対にやってほしくない，と

いうようなことはありますか。

畑田　例えば，子どもたちは小学

校でいろいろな単語に触れます。

きっと知っていることは言いたが

ると思うのですが，中学校でそれ

を制限することはしないでほしい

と思います。

竹内　うまく受けとめてあげない

といけないということですね。

稲岡　それはある意味，教師の人

間性・資質に関わる問題ですね。

　加えて，小学校の外国語活動を

否定するような発言，例えば「発

音が違う」「そんなことを習った

の？」といった発言は，お互いに 1

つの目標に向かっているわけです

から，マナーとしてやめた方がい

いですね。

　また，思い切り書くという体験

なしに，最初から型にはめると，

自由な発想がつぶされるので，お

もしろみや楽しさがなくなってい

きますし，自由な発言や発想がし

にくくなると思います。授業や評

価で小学校と一貫性を持たせるこ

とが必要です。

　それから，いくつかの小学校か

ら1つの中学校に入学してくる場

合が多いのですが，「いろいろな

ところから子どもたちが集まって

きて楽しい」と考えたいものです。

「学校によって差がある」とマイナ

ス的にとらえることはよくありませ

ん。子どもも保護者も不安にな

り，その地域ではいい教育がなさ

れないと思います。

兼重　中学校は，正確さを求めた

りしなくてはならない立場だと思

いますが，小学校の否定をするの

はよくないですね。特に発音のこ

とはよく言われますが，子どもの

発音を聞かずにそういうことを言

われる場合もあります。その意味

でも積極的に情報をとらえること

が必要なのかなと思います。

竹内　では，これを中学校ではぜ

ひやってほしい，ということはあり

ますか。

柏木　子どもはわからない単語や

知らない音声形式でも，うまく音

と意味を結んでいることがありま

す。そういった小学校での学びを

活かし，豊かなインプットの中で

規則を確認していく指導があると

いいと思います。また，小学校と

同じ表現を繰り返すときも，「似て

いる」から自信を持って取り組め，

違う方法で学べるから新鮮だと考

えてもらえたらと思います。

稲岡　確かに，小学校での音声

中心の学びが基礎的な力となっ

て，書く力に影響を与えます。し

かし，音声だと得意ではないし，

おもしろみがわからないけれど，

書くのは好きだし，書くことで上

手に自分の考えを表すことができ

る生徒もいるので，中学校ではそ

ういう生徒にも自信をつけさせる

ようにしたいですね。

兼重　どんどん表現してみようと

いう小学校外国語活動のコミュニ

ケーションのスタイルと，正確さ

を求める中学校英語のスタイルが

ありますが，バランスをうまくとら

ないと，子どもたちがしんどくなっ

てしまうと思います。中学校の先

生は子どもたちを見て，調整して

いかないといけない。キーワード

は「メリハリ」だと思います。

P R O F I L E

畑田　文
大阪府箕面市立西小学校教諭。箕面市内

中学校，教育委員会勤務を経て，2003

年より現職。『小学校英語　学級担任の

ための活動アイディア集 3・4 年生用／

5・6 年生用』（三省堂），『小・中学校の

英語遊びシリーズ』（明治図書，長瀬荘一

編）等の執筆に参加。

TEN_Vol15.indd   9 09.3.12   9:35:31 AM



10 TEACHING ENGLISH NOW VOL.15 SUMMER 2009

R
O

U
N

D
T

A
B

L
E

S P E C I A L

竹内　小学校は音声中心だから，

中学校ではがんばって書かせない

といけないと考える先生も出てく

るかもしれませんね。そこをバラ

ンスよく，メリハリを大切に，とい

うのはよくわかります。

小中連携の課題

自分の目の前の子どもたちに合っ

た授業をしない先生も出てきてし

まうので，自分で考える力をつけ

る研修も必要だというご指摘をい

ただきました。

　ちなみに，英語嫌いで入学して

きた子どもたちがいたら，稲岡先

生はどうされますか。

稲岡　まず，どんな子どもかとい

う生徒理解に努めますね。何が好

きなのかを探り，その子が興味を

持つような題材やトピックをつか

み，それを授業で共有する場面を

作って自信をつけさせていくと思

います。

　また，小学校と同じ活動をする

場合でも，場面設定や相手を替え

るなど，学習形態を変えることで，

マンネリ化は避けられます。これ

は，授業のやり方，教師の力量・

工夫にも通じることですね。

竹内　これからは，中学校でも学

び合いを意識した授業の展開が

鍵になりそうですね。

　次に，中学校の教科書は，どう

変わるべきだと思われますか。

柏木　子どもたちが聞いてきてい

るだろう思われるTeacher Talkな

どの表現を教科書で引き継いでも

らえたらと思います。また，英語

そのもののリズムがあるもの，原

作のよさが息づいているものを入

れてほしいと思います。それから，

他教科で行っている学習活動も参

考にし合えたらと思います。

竹内　確かにグループワークなど

が上手にできている学校は，全教

ばってしまうと，アウトプットを急

がせることになります。小学校の

先生はプロジェクトが得意ですし，

子どもたちに発表させるのはよい

のですが，英語嫌いをつくらない

ためにも，無理そうだったら違う

選択肢を持っておく，などといっ

たことを，継続して研修していき

たいと思います。

畑田　教員研修をしっかりする必

要はありますね。高学年ほどきち

んと理解しない段階で不用意に言

葉を発したくないという気持ちが

強いので，アウトプットを急がせ

過ぎないことをしっかりと伝えて

いかないといけません。子どもた

ちがコミュニケーションを楽しみ，

自発的に発話できるよう育てるの

が理想です。

兼重　教員研修については，中学

校の先生も参加しやすい環境を整

えることが必要だと思います。お

互いの状況を知るために，お互い

の授業を見るというのは大切です。

 『英語ノート』をどう使うかという

ことも研修などでは話題になると

思いますが，与えられた指導案で

そのまま指導するのではなく，そ

の学校の実態に合ったやり方に変

える工夫をすると，子どもたちに

合った指導ができると思います。

竹内　小中の独自性もあります

が，共通する部分については共通

の研修が必要になってくるでしょ

うね。

　また，モデルを提供されると，

その真似をすることに終始して，

竹内　次に，小中連携の課題を

お聞きしたいと思います。おそら

く，連携をしていく上で克服しな

ければいけない問題は山積してい

ると思います。一番よく言われる

問題は小学校と小学校の格差，

つまり「小小格差」ですが，どうやっ

て足並みをそろえていったらよい

のか頭が痛いところです。また，

早い時期からの「英語嫌い」出現

も，克服しなければいけない課題

です。

柏木　「小小格差」の問題を抱え

るのは英語だけではありません。

奈良市では，教員研修を行うとき

に中学校の学区別で小学校の先

生に集まってもらい，時間数や内

容などの情報交換をしてもらって

います。将来的には，そこに中学

校の先生にも参加してもらえると

よいと思っています。

　また，『英語ノート』を見ている

とインプットから発信活動へとい

う流れになっていますが，インプッ

トが十分でないのに発信をがん

P R O F I L E

竹内　理
関西大学（外国語教育学研究科・外国語

教育研究機構）教授。専門分野は，英語

教育学（学習方略，学習者要因）と教育

メディア学。2004 年度大学英語教育学

会学術賞受賞。著書に『より良い外国語

学習法を求めて』（松柏社），『「達人」の英

語学習法』（草思社）ほか。
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もらえるようにもっと発信してい

かなければならないし，また，中

学校では小学校で得たものを活か

して連携し，発展させることがで

きるように工夫していかなければ

ならないと思います。

稲岡　小中が 9 年間の目標をお

互いに確認し合うためには，生徒

を軸に学区単位で連携していかな

いといけないと思います。また，

指導法の連携の面で，教科書や

『英語ノート』の影響は大きくなる

と思うので，それを使う教師側も

しっかりと考えていかなければい

けないと思います。入門期をどう

扱っていこうかなどといったこと

も，同僚と確認し合い，小学校に

も発信していきたいと思います。

兼重　今は大きな変革の時期だと

思うので，教員養成や研修の機会

に，新しい情報，具体的な情報を

たくさん提供し，先生方にもこれ

までの経験をうまく活用・共有し

ていただくことが，より効果的な英

語教育に必要になると思います。

竹内　先生方は，一人ひとりがプ

ロフェッショナルです。プロは新

しいものにすぐにとびついたりせ

ず，情報をしっかりと手に入れ，

考えます。しかし，いったん腑に

落ちたら，果敢に行動を起こすも

のです。今日の座談会のお話を通

して，いろいろな情報を集めてい

かなければならないことを認識し

ていただき，あとはプロの感覚を

総動員してよく考えたのち，機敏

に動いていただければ，きっと小

中連携はうまくいくだろうと信じ

ております。

　今日はどうもありがとうござい

ました。（2009 年 1月）

ですね。

稲岡　はい。インタビューや発表

をして終わりにするのではなく，

誰かに聞かせるための発表をする

んだということを，生徒たちに理

解させたいと思います。中学生は

生活の中で，苦しんだり悩んだり

しています。人の意見も聞いてみ

たいし，求めています。自分の考

えがおかしいのでは，と不安になっ

たりもしています。大変ではあり

ますが，教師も文型のチェックで

終わらせるだけでなく，そういう

生徒に応えていく必要があるで

しょう。

　本文トピックは，生徒たちが興

味を持つようなもの，心を打たれ

るもの，乾いた心に水を与えるよ

うなもの，また斬新なものもある

とよいと思います。

竹内　 中学 校 の英 語 教 育は，

Language Teachingというより

Language Educationなのでしょ

うね。一人ひとりの子どもたちに

向き合う可能性を残した教科書を

作らないといけないですね。

　それでは，最後に一言ずつお願

いします。

柏木　デジタル教材も充実してき

ましたが，生きたコミュニケーショ

ン活動は先生にしかできません。

教員養成や研修などで，これから

の英語教育を担っていく人材を育

てていくことが重要だと思います。

　また，「連携しよう」と意気込む

と大変ですが，何か共通の目標に

向かっているうちに小中連携がで

きるのがいい形なのではないかと

思います。

畑田　中学校の先生方に，小学

校の外国語活動にも興味を持って

科でそういった学習活動を取り入

れていますね。どんな活動を求め

られているのかが，生徒にもわか

りやすいのでしょう。

畑田　指導している立場として

は，『英語ノート』で学んだチャン

ツなどがマニュアルに入っている

とありがたいです。子どもたちに

思い出させる工夫があれば，小学

校での学びが活かせます。

　また，月，季節，天気など，小

学校でも触れている単語は，もっ

と早くに扱ってもよいと思います。

兼重　テキストは出版社の色が出

るのでおもしろいですね。量が少

ないと，その分授業にオリジナリ

ティを出す先生もいらっしゃいま

すが，出さないでそのまま使う先

生もいらっしゃいます。マニュア

ルでどう示すか，発展的な活動を

どう入れるか，外国語活動を活か

すために最初の部分をどう工夫す

るか，またコンテンツをいかにふ

くらませるか，ということがポイン

トとなると思います。

　また，平成 24 年度の新学習指

導要領開始時の中学生には，小 6

でしか外国語活動を体験していな

い子どもたちもいる可能性があり

ます。プレテキストをどうするか

ということも期待しています。

稲岡　自分の生徒に合わせて工

夫ができる教科書だといいです

ね。また，友だちの発表を聞いて，

英語で感想などを書いてみようと

か，まとまりのある文章を書いて

読んだ人とやりとりしようなどと，

活動に目的を持たせることで，活

動自体が変わっていくと思います。

竹内　発表で終わりではなく，そ

れを通して何かをしようということ
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1　はじめに

言葉は人と人とのコミュニケーションの手段であ

るから，外国語学習者は初期段階からペアやグルー

プの形態で学ぶことが望ましい。また，多感な十代

の学習者が助け合い，高め合って，共に学ぶ喜びを

感じとる意義は大きい。ペア・グループでの協力的

な活動を最大限に活用するこうした指導は，協同学

習（cooperative learning）と呼ばれる。

新学習指導要領は「他者と協同して問題を解決し

ようとする学習活動」を，総合的な学習の時間に求

めている。上述のように，協同学習は英語の授業に

も必要である。今回は，「このように書くと，協同

学習を重視する授業がより確実になる」という考え

でまとめた指導案の書式を示した。以下にその意図

と書き方を説明する。（なお，1. クラスの実態，2. 

本時の位置づけ，3. 本時の目標は省略してある。）

2　活動ごとに学習形態を書く

英語の授業で実施される活動には，教師がクラス

全体に向けて行う一斉活動（whole-class activity），

生 徒 一 人 一 人 が 取 り 組 む 個 別 活 動（individual 

activity），生徒が隣や前後の級友と共に行うペア活

動（pair activity），それに 4 人ほどの小集団で取り

組むグループ活動（group activity）などがある。

このうち協同学習が生じるのは，ペア活動とグ

ループ活動である。指導過程で見ると，Warm-up

や Review ではペア活動による協同学習がよく行わ

れる。Presentation は教師が前面に出る一斉活動

が中心だ。続く Practice ではペアによる協同学習

がよく用いられる。文章レベルでまとまりのある意

味の授受を行う Production のタスクでは，グルー

プ活動による協同学習がその中核を形成する。

協同学習は 1 つの指導過程の一部の活動でのみ

行われることもある。例えば Review で既習ページ

の音読をする時，「単語の発音に注意して，ペアで

順番に読んだあと，もう一度全体で読む」という活

動を計画することがある。この場合は，Review と

いう 1 つの指導過程の前半にペア活動，後半に一

斉活動が配置されている。

したがって指導案では，活動ごとに，一斉・個別・

ペア・グループ活動のどれを行うかを，「d. 指導手

順」の「学習形態」の欄に記述する。こうすることで，

教師の意識が協同学習に向けられる。

3　協同学習の観点での評価を書く

多感な中学生を協同学習に導くのは容易でない。

性差や性格，それに英語の得意・不得意など様々な

要因が重なり，助け合い学習ができないペアはもと

より，小集団学習に拒否反応を示すグループも出て

くる。漫然とペア活動・グループ活動を計画するだ

けでは，共に学ぶ協同学習は生じない。

ペアやグループの編成では，英語学習が得意・平

均的・苦手な生徒を適切に組み合わせる（small 

heterogeneous group）。「記録用のワークシート，

ペンをグループに 1 つずつ用意する」などで，グルー

プ内にプラスの相互依存を生じさせる（positive 

interdependence）。協同学習の成立にはこうした

配慮が必要だ。これらは「留意点」に記述する。

次に教師が期待する協同学習の姿を，「グループ

で協力して質問し，必要な答えを集めることができ

たか」などと，「c. 生徒の学習の評価」の［協同学習

の観点］に記述する。またそうした協同学習を導く

教師の姿を，「机間指導により，語彙や表現方法等

について支援を行っている」などと，「b. 教師の指

導の評価」の［協同学習の観点］に書く。

12 TEACHING ENGLISH NOW VOL.15 SUMMER 2009

英語教師のための

基礎
講座 松沢伸二　M a t s u z a w a  S h i n j i

（新潟大学）

協同学習を重視する授業
における指導案の書き方
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 4　相互評価活動を書く

協同学習は相互評価（peer assessment）を重視

する。相互評価には，級友の学習を評価する行為を

通して自分の学習にも責任を持たせ，自分の学習を

評価する自己評価能力を育てる機能がある。相互評

価にはこれに加えて，学習者がお互いにほめ合い，

励まし合うことを通して，お互いの向上のために共

に学ぶ人間関係を形成する働きがある。協同学習は

このプロセスを大切にする。

例えば Production の活動で，「中学生に携帯電

話は必要かどうか」について，グループ対抗のディ

スカッションを行う場合，「賛成派・反対派のグルー

プの議論を聞き，『意見のユニークさ』『発表の工夫』

『グループの協調性』の 3 つの観点から拍手で評価

する」といった相互評価活動を行う。この場合は，

相互評価の実施方法を「d. 指導手順」の「教師の働

きかけ」に書き，「学習形態」の欄に，「相互評価」と

ラベルをふって，活動内容を明示する。

5　おわりに

協同学習は，佐藤学氏の『学校の挑戦：学びの共

同体を創る』（小学館，2006）などの著作でよく知ら

れている。協同学習を重視する英語教師は，英語が

苦手な生徒や得意な生徒への効果はもとより，生徒

の学ぶ意欲やクラスの雰囲気の変化に注目し，実践

に 自 信 を 深 め て い る。 協 同 学 習 は Practice と

Production を成功に導くという点で，新学習指導

要領の言う「活用する力」の育成にも役立つ。

本連載では 3 回にわたって指導案の書き方を述

べた。指導案の作成は授業の予行演習になる。自分

のために目的別の詳しい指導案が書け，参観者があ

ればその要点をまとめた指導案が書ける。これも英

語教師の基礎力の1つである。（本稿の活動例は，『英

語教育研究発表会要項』（2008）より引用した。本要

項には新潟市立坂井輪中学校英語科が，「共に学ぶ

ことを通して，個の力を伸ばす指導の工夫」をテー

マに行った実践が収録されている。）

（1. クラスの実態，2. 本時の位置づけ，3. 本時の目標，および指導過程2以降は省略してある。）
4. 本時の展開
指導過程１：　　　　　　　　　　　（　　　分）
a. 本指導過程の目標：
　　

b. 教師の指導の評価：［協同学習の観点］
　［他の観点］ 　　
c. 生徒の学習の評価：［協同学習の観点］
　［他の観点］　　
d. 指導手順

　

e. 板書計画
 
 

f. 配布ハンドアウト

教師の働きかけ 学習形態 留意点生徒の応答／活動

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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1．文法テスト

おそらく英語のテストの作成において，「文法テ

スト」の作成に困っている教師はほとんどいないだ

ろう。それは教師自身がこれまでにたくさんの文法

問題を経験してきており，他の領域のテストに比べ

レパートリーもたくさんあるためだ。

その代表的なところは，空所補充問題や並べ換え

問題であろう。これらは，それぞれ単語の形式や単

語の並べ方に関する力を見ようとしている。たとえ

ば，ある文脈で，ここは am/are/is のうちどれが適

切かとか，they/their/them/theirs のうちどれが適

切かなどを見るのが前者のテストで，ある文型の文

が与えられた単語で作れるかとか，分詞による後置

修飾のある名詞句が作れるかなどを見るのが後者の

テストである。

中学校の教科書や授業は，基本的に文法シラバス

によっている。その意味では，このような文法テス

トは意味があり，それぞれのテスト形式の役割を正

しく認識して問題が作られていれば，ある程度の診

断機能も果たすことになるだろう。

2．文法力再考

しかし，本稿では，そもそも文法力とは何であろ

うか，従来の文法テストで測ってきた文法力とは何

か，文法力を見るには他の方法はないのか，という

やや根本的な問題意識から出発したい。

まず，文法力について考えてみよう。ここでは，

文法の「知り方」を考えてみる。ある文法を頭でわ

かっているということと，それを実際に文脈の中で

使えるということとは同じではない。3 単現のｓや

複数形のｓなどは，大学生になっても実際の運用で

はよく間違える。おそらく知識としては知っている

ことだが，なかなか使えるようにはならない項目で

ある。文法規則を文法用語などを用いて説明できる

知識は declarative knowledge（おかしな訳だが

「宣言的知識」と訳されたりする），使いこなせる知

識は procedural knowledge（こちらは「手続き的

知識」と訳される）と呼ばれる。

また，文法知識は，explicit knowledge（明示的

知識）と implicit knowledge（暗示的知識）という

分類もできる。典型的には，母語の文法知識などは

implicit なもので，explicit ではない。ただ，外国

語でも，誤文を見たときに，なぜだかわからないが

おかしな気がすると思えるのは，この implicit 

knowledge のおかげである。

こうした枠組みで文法力を考えるならば，従来の

文 法 テ ス ト は，declarative knowledge か つ

explicit knowledge を主に見てきていたといえる

だろう（もちろん中には，明確に説明はできなくて

も implicit knowledge でできてしまう問題もあり

得る）。こう考えると，私たちが文法テストで見て

きた文法力は，かなり限定的な知識だったのではな

いだろうか。

3．4 技能を通しての文法力の測定

文法力はすべての技能に関わっている。聞いた

り，読んだりするときにも，書いたり，話したりす

るときにも，もちろん文法は関わっている。した

がって，これら 4 技能の使用を通して，文法力を

見ることができるはずである。

ただ，聞いたり読んだりという受容技能において

は，特定の文法項目に関するテストは作成しづらい。

文レベルの理解に限定したとしても，ある文法項目

文法テストが
測っている文法力再考
根 岸 雅 史 　 N e g i s h i  M a s a s h i

（ 東 京 外 国 語 大 学 ）
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の理解だけを見ることは容易ではないからである。

そもそも，3 単現のｓのようにコミュニケーション

上の情報量のほとんどないものもあるし（David 

plays football every day. という文では，ｓはわ

からなくても文の理解にはまったく支障がない），

受動態などであっても，それを含む文にはいくつも

の内容語が含まれ，その内容語をつなげるだけで語

の関係性がほぼ推測されてしまう場合が少なくな

い。たとえば，Sign A is seen in Australia. とい

う文は確かに受動態の文であるが，この聞き取りに

おいて，A の標識とオーストラリアを結びつけるこ

とは，受動態を理解していなくても可能である。

では，話したり書いたりという発表技能の場合は

どうだろうか。自由に話したり書いたりさせれば，

確かにおおよその文法力は見ることができるだろ

う。しかし，特定の文法事項の測定を考えると，こ

ちらがねらった文法事項が使われるとは限らない。

また，どれだけリスクを冒すかという個人差の問

題もある。少しくらい自信がなくても使ってみると

いうタイプの学習者と，かなりの自信がないと使わ

ないというタイプの学習者がいるだろう。

日 本 の よ う な 英 語 学 習 環 境 で は， お そ ら く

dec la ra t i ve  know ledge は procedura l 

knowledge に先行するだろう。つまり，まず頭で

わかってから使えるようになるということだ。さら

に，意識的に使おうと思えば使えるようになってか

らも，自分から選択して使いこなすというような「自

動化」したレベルに到達するには，さらに時間がか

かるだろう。

4．新しい文法テストの提案

こうして考えてみると，従来の文法テストにおい

て，ある文法項目ができたと判断されても，それは

①その文法項目だけに着目して，じっくりと考えれ

ば正解を得られるレベルなのか，②その文法項目を

意識して使おうと思えば使えるレベルなのか，③そ

の文法項目を特別意識しなくても使いこなせるレベ

ルなのか，わからないのである。

もちろん①のレベルについては，従来の文法テス

トで見ることができるし，③レベルの能力の有無を

見るのであれば，実際に話させたり，書かせたりす

ることになる。話させたり書かせたりしたときに，

コンスタントに正しく使いこなせていれば，習得ず

みということができるだろう。しかしながら，中学

の段階では，習った文法事項の多くは③のレベルま

でなかなか行かないのが現状ではないか。

したがって，②のレベルの測定が，本来はもっと

求められていいだろう。ただ，これに関しては，テ

ストはおろか指導の場面でも，ほとんど目が向けら

れてこなかったといえる。そこで，このレベルの能

力をテストする方法を以下に提案する。イメージ

は，従来型の文法テストを口頭で行うというもので

ある。たとえば，単なる並べ換え問題も，口頭で行

うととたんに難易度は上がる。

us　gives　our teacher　a lot of homework

→ Our teacher gives us a lot of homework.

また，従来型の be 動詞の現在形のテストも口頭で

行えば，まったく別の問題といってもいいだろう。

次のポーズに am/are/is のどれかを入れなさい。

I ... from India　→　I’m from India.

Koji ... from Osaka　→　Koji is from Osaka.

さらに現実の会話らしくすることも可能である（こ

のような問題では，どのように答えるかを示す例題

が必要かもしれない）。

相手の話しかけに，反対しなさい。

You were sleeping during the English class.

→ No, I wasn’t.

これらの問題は，おそらく目で見て行うことはさ

ほど困難ではないだろう。ただ，これを口頭ででき

るかどうかは，習得段階に応じてかなり差が出るの

ではないか。これらを口頭で行うとなると，対面で

一対一で行うことになり，実用性が下がってしまう。

もし対面での実施が難しいようであれば，音声で問

題を流し，答えは書かせるというような筆記試験で

も，ある程度先述の②のレベルに到達しているかど

うかはわかるはずである。
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 1．はじめに

前回まで，「わかる」授業づくりのために，日々の

授業でできる工夫や，「読む力」をつけるための取り

組みを紹介してきました。最終回となる今回は，今

までの活動を踏まえて，英語学習が少しでも役に立

つと生徒が実感できる表現活動について紹介しよう

と思います。

2．表現活動のねらいを明確にする

教科書の各課を学習することによって，実生活で

も役に立つ力がつくという実感を持たせることがで

きれば，生徒への英語学習の動機づけができ，やる

気を持たせることができると思います。ただ，授業

の中でそれを実感させることはなかなか難しいのが

現実です。

そこで重要になるのは，何のためにその活動をす

るのかということを明確にした表現活動をさせるこ

とだと思います。NEW CROWNの教科書でいえば，

USE IT や TRY に取り組むときに，その活動のねら

いを示すと，生徒も何ができるようになるとよいの

かがイメージできると思います。

また，個々の活動や 1 時間の授業のねらいだけ

でなく，各課の学習に入るときに，「LESSON ○を

学習して～できるようになろう（～しよう）」など，

単元の目標（表現活動の目標）を明確に示すとよい

と思います。

［各課の表現活動の例］

・自己紹介   ・第三者についての紹介

・Show & Tell ・スキット作りと発表

・英語での意見交流 ・英作文とスピーチ

表現活動を取り入れることは，限られた授業時数

の中である程度の時間の確保をすることが必要にな

るので，それらを見通した授業計画の組み立てが必

要になります。

3．話す活動

以前にも書いたことですが，教科書の本文にしろ，

重要文にしろ，音読をすることは有効です。私が授

業で感じるのは，しっかり声を出して音読できると，

発音や耳が鍛えられるだけでなく，それによって生

徒の気持ちも，前向きになってくるということです。

音読で英語を声に出すことに生徒が慣れてきた

ら，日々の授業の様々な場面で，声に出して自分の

ことを表現させると，学習した表現がより確実に身

につき，英語を話すということの実感が持たせられ

ると思います。次にその活動例を紹介します。

① 既習事項を利用した Q&A

既習事項の復習と授業のウォームアップを兼ね

て，授業の始めに教師対生徒の Q&A を口頭で行っ

ています。例えば，過去形や未来表現を使った次の

ような質問をし，生徒自身のことを答えさせます。

［質問内容の例］

・Did you study after dinner last night?

・What time did you get up this morning?

・Will you watch TV tonight?

・What will you do this weekend?

あくまでもウォームアップなので，3 ～ 5 人の生

徒に答えさせる程度の，短時間の活動とします。

1 回の授業で答える生徒は少ないのですが，指名す

る方法を工夫し，最終的には全員を指名するように

しているので，質問に答える機会は全員にあります。

授業の中で，生徒が既習事項を使って話す機会は，

こちらで仕組まない限りあまりありません。この活

動を行うことは，そういった既習の重要表現や単語

の復習になるだけでなく，英文を自分の頭の中で構

成する練習にもなります。さらに自分自身のことを

答えるので，より現実的なやりとりができます。

2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする2．表現活動のねらいを明確にする

 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに 1．はじめに
3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動3．話す活動

「 わ か る 」授 業 づ く り
を 目 指 し て（ ３ ）

井 上 志 帆 　 I n o u e  S h i h o 　（福岡県川崎町立池尻中学校）

— 学習が役立つことを実感できる日々の表現活動 —  
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はじめは，生徒は積極的に取り組まないかもしれ

ないと思いましたが，実際はどの生徒も前向きに答

えようとします。テストではないので，答えにつま

ればこちらからヒントを出したりもしますが，生徒

同士で助け船が出ることも多くあります。その点

も，生徒が前向きになれる要素かもしれません。当

てられた生徒のみでなく，他の生徒にとっても，こ

の活動はよい復習になっているようです。

② スキット作り

前述のように，英語学習の動機づけとなる表現活

動の 1 つに「スキット作り」があります。自分で，

またはペアやグループで内容を考え，短い対話文を

作って発表するというもので，これを効果的に利用

できれば，授業での学習がいつか役に立つかもしれ

ないという実感にもつながると思います。

スキットを作らせる方法としては，場面設定をし

たり，いくつかの表現を使うことを条件として出し

たりする方法があると思います。例えば，「病院で

の医者と患者の対話を作る」や「will と must を使っ

た文を必ず対話文の中に入れる」などです。

しかし，スキット作りに慣れていないと，一から

対話文を作るのは難しく，時間もかかるので，最初

はある程度こちらで対話文を作っておくとよいと思

います。その中に空欄をいくつか入れておいて，生

徒に空欄に入れる言葉を考えさせ，対話文を完成さ

せるのです。慣れてきたら，生徒が考えて作る部分

を増やしていくとよいと思います。作成したスキッ

トはみんなの前で，暗記をして発表します。時間的

な制約もあるので，全員を発表させることを考えて，

対話文はあまり長くないものでよいと考えます。

［対話文の例（空欄に入る言葉を考えさせる）］

例①　At school

 Ken : What will you do this weekend?

 Emma : I will (　　　　　　　　　　　).

 Ken : Sounds interesting.

 Emma :  How about you? What will you 

do this weekend?

 Ken : I will (　　　　). I must (　　　　).

 Emma : Oh, I’m sorry to hear that.

例②　At  school 

 Kumi :  You don’t look well. What’s the 

matter?

 Mike : (　　　　　　　　　　　).

 Kumi : When did it start?

 Mike : (　　　　　　　　　　　).

 Kumi :  I will go to the nursing room 

with you.

 Mike:  Thank you.  It’s very kind of you. 

 Kumi: (　　　　　　　　　　　).

③ 英語での意見交流

「あるテーマを与えて，それに対する自分の意見

を英語で述べる」ということも，話す活動としてで

きるとよい表現活動のひとつです。これを ALT と

の授業で行うと，ALT との意見交流にもなり，おも

しろいのではないかと思います。テーマは，最近の

ニュースの話題から取り上げるのもよいと思います

が，なかなか難しいので，賛成か反対かの立場，ま

たは二者択一するような内容で意見が述べられるも

のを取り上げると，自分の考えを言いやすくなるの

ではないかと思います。

［テーマの例］

・ 映画を映画館で観るか，DVD で観るか

・ 「ハゲワシと少女」の写真をケビン・カーター

は撮るべきだったか否か（NEW CROWN 3

より )

・ 中学生が携帯電話を持つことに賛成か反対か

より活動を発展的にするには，自分の意見を一方

的に述べることにとどまらず，反対の立場の人に質

問したり，ディベートまでできたりすると，よりお

もしろくなってくるかもしれません。これを実行す

るには，自分の意見の言いやすさや，相手の意見を

きちんと聞き取ることを考えて，少人数の授業で行

う方がいいのではないかと思います。

英語を学習することが役に立つということは，自

分が発した英語を通して，自分自身の考えを相手（特

に外国の人）に伝えることができたときに強く実感

できると思います。

4．書く活動（英作文）

現在，3 年生で英作文の練習を行っていますが，

生徒は英作文が苦手だというのを改めて感じます。

ただ，それを克服するには，最初はとにかく間違っ

4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）4．書く活動（英作文）
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てもいいからたくさん文を書くことだと思うので，

生徒にも常にそれを伝えながら，英作文に取り組ま

せています。

高校入試にも英作文は出題されることが多いの

で，特に 3 年生は英作文の力をつけることが必須

です。1 学期から 2 学期にかけては，各課の重要表

現を小テストをしながら覚えさせ，教科書を学習し

終えた 3 学期は，入試に向けた英作文に取り組ん

でいますが，長文読解やリスニング，既習文法の復

習など他の学習内容もあるので，毎時間の授業で英

作文をするわけにはいきません。

そこで，英作文のテーマをいくつかまとめて生徒

に提示し，授業で一斉に英作文に取り組む以外に，

個人で自主的に取り組めるようにします。学級には

英作文の用紙を袋に入れて常備し，いつでも生徒が

取ることができるようにしておきます。次のような

手順で英作文に取り組みます。

　① テーマにそって英作文をする

　② 教師に提出して添削を受ける

　③ 添削を参考に英文を書き直す

　　 （※ OK が出るまで繰り返す）

　④ 清書をして提出する

　⑤ 次のテーマの課題に取り組む

このように，1 つのテーマの英作文を完成させ，

次のテーマの課題に取り組むという方法をとってい

ます。英作文をするときの条件として，文の数はい

くつでもよいが，30 語以上使うようにと伝えてい

ます。また，あらかじめ英作文をするときの参考表

現を，プリントにまとめ，なかなか自分一人で英文

が書けない生徒の助けになるようにしています。

実際には，英作文をする作業は，最初はなかなか

進みません。しかし，英語が得意な生徒が徐々に積

極的に取り組み始めます。なかには課題として出さ

れたテーマを全部書き終えて，同じテーマで再度内

容を変えて書く生徒もいます。そんな姿勢に刺激を

受けて英作文に取り組む生徒が他にも出てきます。

少しでも多くの生徒が前向きに英作文に取り組める

ようにしていきたいと思います。

 ［英作文の課題の（一部）］

・Which season do you like the best?

・Do you like reading books?

・Have you ever been to a foreign country?

・What do you want to be in the future? 

・Is it diffi cult for you to live without your 

own cell phone?

［生徒の英作文の例］

例① “Which season do you like the best?”

　I like fall the best. Fall is not too hot and 

not too cold. So fall is very comfortable. 

We have a lot of delicious food in the fall. 

We can see beautiful leaves, too.（35 語）

例② “Do you like reading books?”

　Yes, I do. I often read books when I am 

free. I learn a lot of things from books. So I 

sometimes go to the library with my friends. 

We enjoy reading books there.（34 語）

5．おわりに

生徒に英語の様々な力をつけさせるために，全国

の先生方が日々，試行錯誤をされていると思います。

私もその一人で，今後も教師である間は，ずっとそ

うありたいと思っています。私はよいと思われるこ

とは，できるところからどんどん取り入れていきた

いと思っていますが，そうするだけでは，指導が行

きあたりばったりになってしまいます。そうならな

いように，3 年間を見通した計画を持つことが必要

です。結果はすぐに出ないことが多いため，あれこ

れ試してみて継続性に欠けることになってしまいが

ちですが，継続性がないと効果は出てこないので，

柔軟性を持ちながらも系統だった継続性のある指導

内容を確立させることが必要だと感じています。

また，今後は小学校に英語が必修になることに

よって新たな課題も出てくると思います。中学校入

学の時点で英語に対してプラスイメージを持ってい

る生徒がいる一方，マイナスイメージを持っている

生徒が出てくることも考えられます。それにどう対

処していくかで頭を痛めることになるかもしれませ

んが，一人で悩むのではなく，日頃からの他の教師

との意見交流や情報交換を行うことが大切だと思い

ます。

5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに

TEN_Vol15.indd   18 09.3.12   9:35:50 AM



TEACHING ENGLISH NOW VOL.15 SUMMER 2009 19

Ⅰ　米百俵で育まれた子どもたちと教師は，今

We are Nagaoka’s future. 阪之上小学校では恒

例の「英語劇『米百俵』＊」の最後に 6年生全員が誇ら

しく叫んだ。ALTにこの出来事を伝えるための英語劇

である。子どもたちの「伝えよう」とする熱意が痛いく

らいに伝わってくる。同校の高橋幸雄校長は，終わり

のあいさつで，「米百俵の精神として一般に知られて

いることに合わせて『自分を大切にし，他も大切にす

ることです』」と述べた。

拠点校となった新組小学校は，『英語ノート（試作

版）』（文部科学省）をベースに，教育委員会と同校が

いままで積み上げてきた教材や指導法を融合させて

いる。同校の研究発表会では『英語ノート』を活用す

る教師の姿が印象的で，子どもたちは「伝えることが

できた喜び」で笑顔にあふれていた。

拠点校でなく，『英語ノート』等が配布されていない

寺泊小学校は，寺泊中学校と大河津小学校とともに

研究授業を行った。そこでは教師と子どもとの間に温

かいものを感じた。また関原小学校は，夏休み中に「英

語嫌いをつくらないで中学校に子どもを送る」ことを

テーマにし，「まずは教師が大きな声で英語を口にす

る」という研修を行った。

そして中学生には，市国際交流協会主催の 2つの

海外派遣と，4日間，6～ 7名でネイティブスピーカー

と 1日中英語に浸ることのできる「イングリッシュア

カデミー」を用意している。今年度は約 120名の生徒

がこれらの 3事業に参加した（3年間通して，20人に

1人以上もの生徒が希望により参加）。

『米百俵』の精神は，現在「熱中・感動・夢づくり教育」

事業として，外国語関係だけでなく 61事業が用意さ

れ，営々と引き継がれている。「教師が熱中や感動し

なければ，子どもが前を向いて何かをやろうとしない

のではないか」という，加藤孝博教育長の指導は象徴

的である。

Ⅱ　英語指導室という組織

教育委員会の学校教育課には英語指導室という組

織がある。平成 4年に ALTを 1名採用した。平成 6

年には英語指導員（日本人）を採用し，平成 7年には

小学校英語活動を始めた。ALTと英語指導員の小学

校へのペア派遣を「長岡方式」と呼んでいる。平成 9

年には 5ペアとなった。現在は 13名の ALTと 9名

の英語指導員がいる。小学校には（平成 20年 11月

の免許法改正により今後の動きは不明だが）基本的に

は英語教師はいないので，英語指導員は，ALTを育て，

小学校教師と ALTとの間に入り，英語活動を円滑に

進めることが主な職務となる。また，英語活動実践の

手引の作成や小学校教師の研修の補助にもあたって

いる。

先人には先見の明があった。ALTの数をひたすら

増やすのでなく英語指導員を合わせて増やしていった

ことが見事に功を奏し，小学校外国語活動の必修化

が決まっても何の揺らぎもない。『英語ノート』等が現

場にどさっと来たときに，現場は一時的に混乱しても，

それは時間の問題で，市内の小学校教師はすぐに自

分たちのものにしていくはずであろう。

平成 9年の時点で，すでに「小学校の英語活動は，

語彙や表現を教え込むものではなく，楽しい活動を通

して児童の英語への興味・関心を高めるものである。

英語という言葉を通して，人と人とが出会い，かかわ

りを深めていくことが大切である」という基本方針が

提言されている。低・中学年で英語活動がやりにくく

なったことを除けば，長岡市では 10年以上前から，

新学習指導要領の小学校外国語活動のねらいはクリ

アできている。学級担任と英語指導室の事前の連携

★本コラム中のご所属・拠点校等は，平成 21年 1月のものです。

小 学 校 英 語

杉山　敏　 S u g i y a m a  S a t o s h i
（新潟県長岡市教育委員会）

米百俵のまちの外国語活動
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があり，実際の授業で，学級担任・ALT・英語指導員

がいる手厚い指導によって，子どもたちのコミュニ

ケーション能力の素地を自然に身に付けてきた。

Ⅲ　長岡の火を守ろう

平成 20 年 4 月，文部科学省の指示で，1 ～ 4 年生

の英語活動がやりにくくなった。教育委員会事務局

は，「長岡市はどう受け止めるのか。市として時数の

目安をどのように示すか」という検討に入った。南雲

茂小学校長会会長（表町小学校長）をはじめ市内の校

長と慎重に打ち合わせしながら，検討を進める中で多

くの校長から励ましの言葉をいただいた。

その後，英語活動において実績のある京都市や横

浜市など，多くの教育委員会に電話をし，1 ～ 4 年生

への対応を伺い，ご多用の中，熱いメッセージをいた

だいた。そして，いただいた情報を元に徹底的に討議

し，1 つの結論に至るまで 3 ヶ月要した。

結果として，横浜市のケースを参考に，当市のいま

までの積み上げを継続していくことにし，現在その詰

めに向かっている。その基本姿勢は「長岡の火を守ろ

う」すなわち「いままでの積み上げを大切にし，学習指

導要領に従って，長岡の英語活動を守り続けよう」と

いう教育長・教育部長・教委事務局・小学校長会が

ともに持つものである。

これを具現化していくのは容易なことではない。そ

れを支えてくれるのが，学級担任から毎時間届けられ

る「英語活動振り返り」である。「全員が活躍できる活

動だったので，どの子も目を輝かせていました。ALT

と英語指導員の表情豊かなコミュニケーションに子ど

もたちはグッと心をひきつけられていました」という

声が届いている。この振り返りは英語指導室が義務

付けているもので，不評かと思いきやこれだけ評判が

よいと，決して「火を消してはいけないのだ」と，思い

を新たにする。

Ⅳ　結局，課題は小中の連携

このコーナー「Just Now」で多くの先生方が述べて

こられたように中学校教師の意識改革が急がれる。

（1）中学校への情報提供

まずは草の根でいく。英語教師と話す機会があれ

ば，次のように言い続けている。「大変なことになり

ます。小学校で 70 時間，つまり中学校の今のカリキュ

ラムであれば 1 年生の 10 月頃まで，要するに一番の

ハネムーン期間が小学校に行きます。前倒しではない

にしても先生ならどうします？　私なら，話す・聞く

コミュニケーションはもちろん，書く・読むコミュニ

ケーションに向けての活動がもっと面白くて，楽しく

て，知的好奇心を刺激するものになるよう工夫します。

早ければ，平成 22 年度には，いままでと違う中学 1

年生が現れます」。

また，先に述べた拠点校での研究授業へは中学校

教師最低 1 名の参加を義務付ける通知を出した。ALT

も英語指導員も全員参加して，グループで授業をもと

に討議をした。小学校外国語活動のねらいを多くの

中学校の教師が理解していない実態が明らかになっ

た。後日談として，小学校から「上から見下されてい

るようで不快だった」と感想が寄せられた。

（2）中学校英語教育研修の見直し

①  　研修の回数を増やす。小学校でも 2 年間で 30

時間を行うわけだから，中学校もいままで通りとい

う訳にはいかない。「研修の仕方」を指導していく必

要もある。

②  　小中担当者意見交換会を市教委主催で開催する。

中学校区でも行われるが，全市的な視野から小学

校と中学校の教師が「言いたいことを言う」機会を

設け，現場で納得のいく方向性を見つけていく。

③  　『英語ノート』を受けて，言語活動を見直す研修

講座の回数を増やす。中学校の言語活動がさらに

知的好奇心を向上させるものにする。もうゲームは

小学校でたっぷりやってくる。

生徒指導等で踏ん張る現場の状況は十分に理解し

ている。学習指導要領が変わって「英語がますます楽

しくなった。他とかかわる力がついた」などと小学校

でも中学校でも，子どもも教師も言えるように『米百

俵』の精神で職務に当たっていきたい。

＊  戊辰戦争（1868-1869）で敗れた長岡藩は財政が窮乏し，三
根山藩から百俵の米が贈られた。しかし藩の大参事小林虎三
郎は藩士に分け与えず，「百俵の米も，食えばたちまちなく
なるが，教育にあてれば明日の一万，百万俵となる」と諭し，
売却金で学校を設立した。
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A New Look for April 
Growing up in the state of Michigan, we 

often said “April showers bring May flowers.” 
This was because it always seemed to rain a 
lot in April before spring finally arrived in May. 
So for me, April always was a grey, gloomy 
time of year that I hoped would soon be over. 
My image of April has changed drastically 
since living in Japan thanks to two major 
events that happen at that time: cherry 
blossom season and school entrance 
ceremonies.

Although Japan is well known for cherry 
blossoms, they still take my breath away every 
year. My favorite spring pastime is to walk 
under the trees at night eating ‘Ikkyu-dango’. 
Cherry blossoms bring with them the potential 
of starting something new and as one feels the 
fresh spring breeze rippling through the trees 
and cascading those beautiful petals to and 
fro, it is easy to feel that anything is possible.

However, the April event that I find far 
more meaningful is the junior high school 
entrance ceremony. I cannot even remember 
my first day of junior high school. Of course 
there was an orientation but that was just to 
look around the school and to drop off school 
supplies. The first day of school started without 
any special welcome and hence I have no 
memory of it.

But in Japan what an event the first day 
of school is! Although each school is different, 
I am sure many of the elements of that special 
day are the same no matter which junior high 
school you attend. So I would like to share 
with you my impression of the first day of 
school in Japan as seen through my blue-
green eyes.

Speeches, Sempai and Ouendan
At the junior high school I know best, the 

taiko club stands outside the school drumming 
as the first year students approach the 

building. The remaining 2nd and 3rd year 
students are busy rehearsing for the ceremony 
in the gymnasium. There is a feeling of 
excitement in the air until five minutes before 1 
o’clock, when with all the parents and students 
eagerly awaiting the start of the ceremony, the 
order for silence is given. Not another sound is 
heard until the vice-principal announces the 
beginning of the ceremony. 

The doors to the gymnasium are opened 
and in march the first year students. Many 
have uniforms that look far too big and the 
boys’ new haircuts look far too short. As they 
make the long walk to their seats, it is easy to 
envision that until just a few weeks ago, they 
were elementary school students.

I have often tried to imagine what it must 
feel like to be one of those students. I suppose 
I would be scared to death wondering if I 
would fit in, make friends, and yet excited 
about my new junior high school life. I would 
probably be too nervous to truly hear the 
words of encouragement from the principal 
and other speakers. And just as I was thinking 
junior high was exactly the same as 
elementary school, I would be introduced to 
my sempai.

At our junior high school, each grade 
sings to welcome the first year students and 
then the ouendan take the stage. They lead 
the school in cheers to welcome the first year 
students who are now looking more relaxed 
and enjoying the ‘show’. There is a spirit of 
welcome that if I were a first year would make 
me want to do my best in my new school life.

As the first year students turn to leave the 
gymnasium, they no longer look the same as 
when they entered. There is a sparkle in their 
eyes and the bloom of potential to grow and 
be nurtured in this new environment of caring 
sempai and teachers. I truly wish that students 
all over the world could just once experience 
April in Japan as I have.

Japan’s Best National Export: Entrance Ceremonies

Robin Sakamoto
(Rikkyo University)
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英語らしいリズムで基本文を楽しく覚えられるよ

う，授業でよくチャンツを活用しています。筆者が

愛用しているのは『実践家からの児童英語教育法』

（中本幹子著 アプリコット社刊 全 3 巻－解説編・

実践編 AB・実践編 CD）です。この本はそのタイト

ルからも児童向けに書かれたものと思われますが，

教科書に出てきた文型や語彙を中学生が覚えるため

にも大変効果的です。その一番の魅力は，基本文の

意味やそれが使われる場面を文脈を通して即座に理

解できる点です。日常生活によくある場面を題材

に，楽しい挿絵と軽快なリズムで英文が示され，聞

いているだけで状況をイメージできます。

例えば次のチャンツ（実践編 CD，p.51）は have 

to の口頭練習としてはもちろん，基本文の導入に

位置づけ，have to の意味を推測させる活動や，応

用練習として教科書とは違った場面での have to

の使い方を知る活動にも利用できます。

Turn off the TV

 Turn off the TV.  Turn off the TV.

 You have to do your homework now.

 Right now?  ××  Yes, right now!

 （中略）

 Turn off the TV.  Turn off the TV.

 You have to go to bed now.

 Right now?  ××  Yes, right now!

また，このチャンツは have to のような 1 つの文

法項目に焦点を当て，その英文を単独で扱うのでな

く，親子の会話の中で have to が使われているので，

関連した前後の慣用表現も同時に学ぶことができま

す。

次のチャンツ（実践編 CD，p.55）では対義語を

はじめ関連語彙が数多く示されているので，生徒の

語彙力の向上に有効と思われます。筆者は聞こえて

きた英文内容順に該当する絵を選ばせるなど，聞き

取りとしても活用しています。軽快な繰り返しと

ユーモアある挿絵が助けとなり，one の用法を理

解できるだけでなく，教科書に出てこない形容詞の

発音や意味に，無理なく親しむことができます。

Which Dog is Yours?

 Which dog is yours?

 The little one?  The big one?

 The ugly one or the pretty one?

 Bow, wow, wow. 

 （以下略）

こうしてチャンツで練習したあとに表現活動を位

置づけると，インタビュー活動など，話す場面では

リズムや語順に耳慣れているせいか，英語が苦手な

生徒でも比較的スムーズに基本文を使うことができ

ます。また，書く活動では，以前チャンツに出てき

た単語や表現も活用して英文を書く姿が見られ，教

科書で学習した語彙に加え，生徒の表現力の広がり

を感じます。

最後になりましたが，この本のチャンツが文型や

語彙だけでなく，異文化理解，他者理解的な視点か

らも内容が構成されているのも素晴らしい点です。

女性消防士，盲導犬を扱ったチャンツ等，英語を通

して生徒が気づき，ともに考える場となります。

『実践家からの児童英語教育法』は，筆者のおすす

めの教材です。是非お試し下さい。

宮 下 智 恵 美 　 M i y a s h i t a  C h i e m i
（ 長野県松本市山形村朝日村中学校組合立鉢盛中学校）

基本文や語彙を
文脈の中で理解できる
チャンツ

英 語 教 師 の  
リ ソ ー ス
R E S O U R C E S  F O R
E N G L I S H  T E A C H E R S

『実践家からの児童英語教育法』全 3 巻
 解説編・実践編 AB・実践編 CD

（2003© 中本幹子著 アプリコット社刊）
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三省堂は，Web「三省堂英語 教科書・教材 SANSEIDO 
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英語教育の明日をつくる ILEC セミナーのお知らせ

2009 夏季英語教育セミナー

日　時： 2009 年 7 月 31 日（金） 10:00 ～ 16:00  

会　場： 中野サンプラザ（東京都中野区）
 U R L 　 h t t p : / / w w w. s u n p l a z a . j p /
 （アクセス：JR 中央線・総武線／東京メトロ東西線「中野」駅北口より徒歩 1 分）

主　催： NPO 法人 ILEC 言語教育文化研究所

協　賛： 株式会社 三省堂

対　象： 中学校英語教師，小学校外国語活動・中学校英語に関心をお持ちの方

定　員： 120 名

参加費： 4,000 円

内　容： 《講演・ワークショップ》　　

 Ⅰ 「英語基礎語彙力のあり方と辞書を活用した効果的な語彙指導」  
  　投野 由紀夫 （とうの　ゆきお） ［東京外国語大学］

 Ⅱ  「『英語ノート』から探る小学校外国語活動」   
  　酒井　英樹 （さかい　ひでき） ［信州大学］

 Ⅲ  「4 技能を統合させた英語指導の展開」  
  　安原 美代　（やすはら　みよ） ［東京都三鷹市立第三中学校］

 Ⅳ 「英語教育，これからどうなる　—変わる指導，変わらぬ指導」
  　吉田 研作 （よしだ　けんさく） ［上智大学］

 ※参加される方全員に同じプログラムを受講していただきます。
 ※タイトル・内容は一部変更することもございます。予めご了承ください。

昨年度セミナーの参加者の感想
・  「ことば」としての英語教育の大切な視点に気

付かせていただきました。また，教師自身が
外国語学習方略のモデルを生徒に示すことが
大切であると再認識いたしました。

・  音読だけで終わってしまっていた活動に，さ
らに変化をつけ，定着強化に役立つ方法を教
えていただき，大変参考になりました。

・  生徒をいかにのせていくかという，１つの方
法を示していただきました。自分の授業計画
にもっと戦略をもたせないといけないと感じ
ました。   

・  生徒が笑う授業を常に考えています。ヒント
になりました。

セミナーのお申し込み・お問い合わせ
 
NPO 法人 ILEC 言語教育文化研究所
　
〒 101- 0061　東京都千代田区三崎町 2-22-14
 TEL 03-3230-9473
 URL http://www.i lec. jp/
※詳細はホームページで順次ご案内する予定です。

編 集 後 記
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